
 
 

変革期のフィリピン・その多様化する日本語教育 
 

2015 年 12 月の法務省の在留外国人統計によると、日本在留のフィリピン人は

22万 9千人を超え、中国・韓国に次いで第 3位となっています。身近な隣人で

ありながら、意外に知られていないフィリピンの人々やその国について過去 3

年間の経験に基づいた講演です。 

 

 

内容 

・フィリピンとその人々  

・日本とフィリピンの関係  

・日本語教育事情 

・日本語学習者 

 

講師：中込達哉  

2016年7月31日まで（独）国際交流基金 マニラ日本文化センター日本語教育アドバイザー  

2016年8月  1日から（独）国際交流基金 関西国際センター 日本語教育専門員    

（プロフィール） 

関西国際センター設立時より、外交官・公務員研修や大学院生研修等に携わる。海外では、

マレーシア・マラヤ大学、スコットランド・スターリング大学、ケニア・ケニヤッタ大学、

国際交流基金の海外事務所(ローマ、ロンドン、マニラ)で日本語教育やその推進・支援事業

等を担当。2013年 5月からは、マニラ日本文化センターで、主に教師養成支援に従事。 

 

日時：2016年 9月 24日（土）午後 2時～4時、 受付 午後１時半～ 

場所：京都市国際交流会館 3階研修室 （京都市左京区粟田口鳥居町 2-1） 

   京都市営地下鉄東西線 蹴上駅下車徒歩 5分    

費用：KICA会員と kokoka日本語クラス・チューターは無料、会員以外 1,000円 

定員：50人 

共催：kokoka日本語クラス・チューター 

 

お問い合せ （一財）京都国際文化協会 Tel 075-751-8958 

kica@kicainc.jp、URL http://kicainc.jp/ 

mailto:kica@kicainc.jp、URL

